
スポーツ庁・⽂化庁・観光庁では、包括的連携協定を締結し、スポーツや⽂化芸術資源の融合により、新しい地域ブランドや
ローカルブランドを創出し、観光振興・地域振興を推進することを⽬的として「スポーツ⽂化ツーリズム」を推進しています。
その⼀環として「スポーツ⽂化ツーリズムアワード」を公募し、令和７年度は特⾊あふれる６団体を選定しました。その表彰式を
兼ねた「スポーツ⽂化シンポジウム」には３庁⻑官も出席し、スポーツツーリズムについて活発な意⾒交換を⾏いました。
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第９回スポーツ⽂化ツーリズムシンポジウムを開催しました
三庁連携シンボルマーク

第９回スポーツ⽂化ツーリズムシンポジウム

⽇ 時︓令和８年２⽉19⽇（⽊）13︓00〜16︓00
会 場︓⼀橋⼤学⼀橋講堂
出 席 者︓河合スポーツ庁⻑官、都倉⽂化庁⻑官、村⽥観光庁⻑官、広沢名古屋市⻑ 他
スケジュール︓①開会の挨拶

②基調講演
「第20回アジア競技⼤会・第５回アジアパラ競技⼤会に向けて」 講演者︓広沢名古屋市⻑

③トークセッション
「第20回アジア競技⼤会・第５回アジアパラ競技⼤会を契機とした、地域とともに創るスポーツ・⽂化・観光の未来」
登壇者︓河合スポーツ庁⻑官、都倉⽂化庁⻑官、村⽥観光庁⻑官、広沢名古屋市⻑

④スポーツ⽂化ツーリズムアワード2025表彰式
⑤アワード受賞者によるパネルディスカッション

「スポーツ⽂化ツーリズムをどう発展させるのか ー⼈材・継続性・地域連携から考える次の⼀⼿ー

【河合⻑官 挨拶】 【広沢名古屋市⻑による基調講演】 【３庁⻑官によるトークセッション】 【アワード表彰式】


